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【研究活動の要約】 

●	 平成 21年度に引き続き､本研究の-環として,本学が京都大学,総合地球環境学研究所,京

都府地球温暖化対策課の各機関と連携 し､平成 23年 2月 12日 (土)､1 3日 (日)に京都国際

会館にて開催 された ｢京都環境文化学術フォーラム｣の企画 .運営に協力したo 
●	 このフォーラム開催に向け､府立大独月に持続可能社会づくりに向けた ｢環境､経済､文化｣

の学術分野の融合による新たな理論や社会 .経済制度等に関する研究を進めるため､平成 22
年 10月に 3つの連続セミナーを実施 したo 

●	 また､自然との共生や地球温暖化に関わる経済 .社会制度の国内外の事例研究として､ブ一夕

ン王国の調査､米国東海岸の広域都市圏の調査などを行ったo 
●	 さらに､京都 らしい伝統的暮らし方を生か した温暖化対策を提案するための調査研究を行った

【研究活動の成果】 

1.r京都環境文化学術フォ -ラム｣を開催 於 =国立京都国際会館 平成 23年 2月 12日､1 3日

『グローバルコモンズを目指して｣ -]自然と文化を大切にした幸福な社会-

● スペシャルセッション では､ゴヴインダン.パライル氏(国連大学高等研究所所長)が｢グローバルサステイナビリ

ティに向けて｣の基調講演を行い､続いて行われたセッションにおいて､松下和夫氏(京都大学)や窪田順平氏(総

合地球環境学研究所)､佐野亘氏(京都府立大学)らによるディスカッションが行われた○

● また翌の国際シンポジウムにおいては､ブータン王国からケサン.チ∃ゼン.ワンチユク王女殿下をお招きし､｢ブ

-タン王国の GNH｣の基調講演をお願いした.続いて行われたパネルディスカッションでは､王女殿下もご臆席の

上､広井良典氏(千葉大学教授)､酉水美恵子氏(元世界銀行副総裁)による議論が展開されたo 

2.持続的発展可能な地域環境政策について考える連続セミナー 於:府立大学 平成 22年 10月4日､1 1日､1 9日

｢環境.福祉.文化｣の融合を目指して､｢ブータン■王国の GNHに学ぶ知恵｣平山修一 (GNH研究所所長)､ ｢持

続可能な福祉社会 -定常型社会と｢環境.福祉｣の統合-｣広井良典(千葉大学法経学部教授)､｢ OECD諸国の

地域政策の潮流と『グリーン成長政策』｣松本忠 (OECD上席政策アナリスト )の連続セミナーを開催したo 
3.自然との共生や地球温暖化に関わる事例研究としてブータン王国-の調査､米国東海岸の調査等を行った 

4.京都らしい伝統的暮らし方を生かした温暖化対策を提案するための調査研究を行った○

【研究成果の還元】

平成 23年 2月 12日～ 13日に ｢京都環境文化学術フォーラム｣を京都国際会館にて開催oスペシャル

セッションには主に研究者を中心に約 100名､国際シンポジウムは広く市民約 1,000名の参加を得て実

施されたoまた連続セミナーは府立大学で開催され､主に研究者､学生､院生など毎回約 20名余が参

加 したo｢京都環境文化学術フォーラム｣の議論の内容はホームページなどで公開する予定o

研究分担者が作成した各種レポー トは､問い合わせに応じて公開する予定であるo

【お問い合わせ先】 公共政策学部 教授 青山公三




